
 

 

  

 
 

 

 

 

    2014年 10月 20日 

 

会 社 名 日本マニュファクチャリングサービス株式会社 
代 表 者 名 代表取締役社長 小野 文明 
コード番号 ２１６２ 
問 合 せ 先 常務取締役コーポレート本部長 末廣 紀彦 
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業績予想の修正に関するお知らせ 

 

当社は、最近の業績動向等を踏まえ、2014年５月15日に公表した2015年３月期の第２四半期累計期間の

業績予想を下記のとおり修正しましたのでお知らせします。 

 

１．当期の第２四半期連結業績予想数値の修正（2014年 4月 1日～2014年 9月 30日） 

(単位：百万円) 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 
四 半 期 

当 期 純 利 益 

１ 株 当 た り 

四 半 期 

当 期 純 利 益 

前回発表予想（Ａ） 24,000 130 115 45 4.40 

今回修正予想（Ｂ） 23,800 240 145 75 8.53 

増 減 額（Ｂ－Ａ） △200 110 30 30 － 

増 減 率（ ％ ） △0.8 84.6 26.1 66.7 － 

（ 参 考 ） 前 年 同 期 

連 結 実 績 

（ 2 0 1 4 年 3 月期） 

20,823 △345 △68 △197 △19.27 

*2014 年 1 月 1 日を効力発生日として普通株式 1 株につき 100 株の株式分割を行っております。そのため、前年同期の 1

株当たり四半期当期純利益は当該株式分割を考慮した額を記載しております。また、当社は 2014 年 8 月 12 日に自己株式

（1,426,500 株）を取得しており、今回の修正予想にはこれを考慮した額を記載しております。 

(参考：2014 年 9 月末時点自己株式数 2,008,000 株) 

 

２．修正の理由 

当社グループの主力事業であるＥＭＳ事業において、子会社のＴＫＲ香港（及び中宝華南電子）が顧客

との取引における為替レートの見直しを行ったことや前事業年度より取り組んでまいりました事業構造

改革の効果もあり、業績改善が進み営業利益に寄与する見込みです。また同じく EMS 事業を担う志摩電

子工業の日本拠点において利益率の良い案件の増加等もあり、売上はほぼ計画通りとなりますが、営業利

益においては当初予想を上回る見込みです。 

 



 

 

  

 
 

 また、10 月 1 日にパナソニックからの一般電源事業の譲受が完了しました。当該事業は当社グループ

の EMS 企業である株式会社テーケィアール（以下、TKR）の子会社であるパワーサプライテクノロジー

株式会社（以下、PST）にて新たに操業を開始しております。PST は 12 月決算のため、PST の業績は当

社の 2015 年 3 月期第４四半期連結業績より反映されることとなります。 

なお、当該事業の業績については現在精査中であり、開示が必要である場合は速やかに開示いたします。 

 

(注)上記の予想につきましては、現時点における入手可能な情報に基づいたものであり、実際の業績等は

様々な要因によって予想数値と異なる場合があります。 

以 上 


